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地域の自然を題材とした環境学習教材の開発 : 富
士川下流部における魚類生態調査















した魚種の選定である。その際の条件をまとめた。採集用具には投網（目合 10 ㎜）、タモ網を使用した。河口より 10km
地点である静岡県富士川下流域を調査地点とし、調査期間は 2007 年 3 月より同年 11 月のうち毎月 4 日間程であった。採







果、アユは 5－6 月の水温の上昇により遡上が開始され、10－11 月の水温の低下により個体群が環境に適用しなくなり、
いなくなったことが考えられ、カマツカは、7 月の降水量の増加による増水のため、散らばっていた個体群が調査地であ
る川岸に集合したことが考えられた。今回の調査の結果、個体群の特徴を確認できたのはアユ・ウグイ・オイカワ・カマ








































 調査地点は，富士川の河口よりおよそ 10km 地点である,富原橋周辺およそ 1 ㎞の川岸とした(Fig.1)。可児（1944）に
よる河川形態区分に照らし合わすと下流域に関わらず瀬と淵を繰り返す蛇行の比較的多い Bb-Bc 型（中流・下流型）の形
態であり，勾配が急で流れの速い静岡の河川である富士川の特徴を表している調査地点といえる。(Fig.2,3)魚類の採捕
には投網（目合 10mm），タモ網を用いた。調査期間は 3月～11 月とし,毎月 4,5 日とした。調査は午前から始め，日暮れ





調査の結果，採捕された魚類は，5 目 5 科 18 種であり，総個体数は 451 となった。富士川の魚類相についての先行研

















～8cm で、成熟期は、北方で 7 月上旬、南方では 9 月下旬と考えられており、産卵期は、北方では 8 月下旬～9 月、南方
















方ほど遅いことが知られており、本州では桜の開花期と一致する。産卵場は河川の瀬で、孵化した仔魚は 20～30 日で 2













 オイカワは、産卵期は 5～8 月であり、岸よりの流れが緩い平瀬の砂礫底で産卵することが知られている（川那部ほか
1989）。稚魚期には流下し、河口付近まで下ることもあるが、上流部に下流形態を持つ河川では稚魚の流下がそこで止ま
ることがある。未成魚になると遡上する傾向が強く、1年で全長約 6～10cm、2 年で 8～12cm、3 年で 13cm ほどに成長し、
普通は 2 年で成熟するが、雄では 3 年かかるものもいると考えられている（川那部ほか 1989）。本研究では、成熟魚の
出現が極めて少なく、未成魚がほとんどであった。産卵期を特定するまでは至れなかったが、4 月、10 月に稚魚である小





ヒストグラムのみ 1 つの大きな正規分布を示したことは，6-7 月の急激な降水量の増加により河川が増水し（Fig.12），
河川全域に分散していたカマツカの個体群が比較的流れの緩やかな調査地点である川岸に集合したことが考えられた。 
カマツカは、川の中・下流域に生息し、砂底ないし砂礫底のところに多いと知られている。産卵期は 5～6 月であり、
満 1 年で 6～10cm、2 年で約 10cm、3 年で約 15cm に成長する。また、満 2～3 年で成熟すると考えられている（川那部ほ
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Fig.3 静岡の大河川と全国の大河川との比較  
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Table.1 富士川で確認された魚種一覧  
坂井（ 1982）日本の重要な淡水魚（ 1982）環境庁（河 口 域 、上 流 域 を生 息 の場 とする魚 種 は省 く） 










ヤツメウナギ ヤツメウナギ ヤツメウナギ   ●     
ウナギ ウナギ ウナギ ●       
ウナギ ウナギ オオウナギ   ●     
サケ サケ ニジマス   ●   ● 
サケ サケ アマゴ   ●     
サケ アユ アユ ●       
コイ コイ ウグイ ●       
コイ コイ アブラハヤ ●       
コイ コイ カワムツ ●       
コイ コイ オイカワ ●       
コイ コイ カマツカ ●       
コイ コイ モツゴ ●       
コイ コイ ニゴイ ●     ● 
コイ コイ コイ ●       
コイ コイ キンブナ   ●     
コイ コイ ギンブナ ●       
コイ コイ タイリクバラタナゴ       ● 
コイ ドジョウ ドジョウ   ●     
コイ ドジョウ シマドジョウ   ●     
コイ ドジョウ ホトケドジョウ   ●     
コイ ドジョウ ハゲギギ     ● ● 
ナマズ ナマズ ナマズ ●       
カサゴ カジカ カジカ（大卵型）     ●   
カサゴ カジカ カジカ（小卵型）   ●     
カサゴ カジカ アユカケ     ●   
スズキ バス オオクチバス   ●   ● 
スズキ バス ブルーギル   ●   ● 
スズキ ハゼ チチブ ●       
スズキ ハゼ ヌマチチブ ●       
スズキ ハゼ シマヨシノボリ ●       
スズキ ハゼ トウヨシノボリ ●       
スズキ ハゼ ルリヨシノボリ   ●     
スズキ ハゼ クロヨシノボリ   ●     
スズキ ハゼ オオヨシノボリ   ●     
スズキ ハゼ カワヨシノボリ ●       
スズキ ハゼ ウキゴリ   ●     





Table.2 調査結果と先行研究の比較  
＊絶滅したとされる魚種（ハゲギギ・カジカ・アユカケ），特定外来種である魚種（オオクチバス・ブルーギル）を含む 
本調査結果 先行研究 
































































Fig.6 月別魚種出現率  
 
 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Fig.12 2007 年における富士川の年間降水量と表面水温変化  
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